








4. 未来の森、林業への夢をお聞かせください。

山を守れば人が生きられる。きれいな
水に関係する。

若者に身近な存在にしていきたい!!

県民の仕事場、遊びのフィールドと
なって欲しい。

みんなが山、田畑を考え続けていくこ
とが一番。

公園に行くように気軽に安心して入れ
るみんなで守ってゆくものになればと
思います。

たしかに木を沢山使った家に住んでみ
たい。しかし良い木は高価ですね。難し
いですね。

鳥取の良さをアピールできるキーマン
が増える。自然と共存していける世の中。

木育を通して子供たちにも豊かな森と
心を伝えたい。森に関わる仕事がした
いです。

森、林業に関わることに誰もがプライ
ドを持てるような社会。

１．広葉樹と針葉樹の原生林の育成を
２．針葉樹林についてはすみやかな伐
　  採、整備を

生命を育む美しい森を将来にも残して
いきたいです。新しい美術館に鳥取の
木材を使ってほしい。

ヒトと動物、バランスの取れた共存の
場所。当たり前のように森について考
える、動くような林業を期待したい。国
産木材が再び普及し、日本が間接的な
森林破壊国とならないための、更新さ
れ続ける森。

山、森が健やかな状態で次の世代へつな
げてゆきますように。自伐型林業がもっ
とメジャーになってゆけばいいな。

若い世代が森や林業にもっと関心を寄
せてくれたらよいです。教育の関わり
を考えていかなければなりませんね。

未来へ続く環境づくりへの森と、自然
環境（太陽光勢、風力等）のエネルギー
の活用による利用等に積極的に協力し
たい。

自然はつながっていて人は生かされて
いることを心して森だけではなく山も
河も海も大切に守りたい！

まず森林環境を整えて、未来に生きる
人たちに豊かな人生を。

この度、鳥取県で林業を職として選び、い
ろんなご縁があって今日参加させて頂
きました。知っていたようで違うこと、理
解できていないこと、未知のこと、たくさ
んあると思います。でも、地球環境を良く
したいという信念だけは忘れずに楽し
みながらとりくんでいきたいです。

韓国ではヒノキの活用が盛んで日本の
ヒノキを山ごと買っていると聞きまし
た。日本でもヒノキの力を生かすべき
と思います。・認知症の予防に役立つ・
瞑想室を作ればリラックス、集中、スト
レス軽減・学習能力が高まる・良い発想
が生まれるなどいろいろ効果あり。

林業でメシが喰えるようになれば、生
業となりたてばと思う。

自立して儲かる林業へ

森には行ってみたいのですが、交通が
不便になり行く事が出来ません。休日
でもバスが走るといいですがね。

明るい光の入る森をつくってほしいで
す。お散歩が気持ちいいので。

・天然林を末代まで生かす
・雑木林を進める

大切な森をたくさんの人が大切だと
思ってもらえますように。

一足飛びにはいかないけれど継続する
のみ。

森林をもっとエンタメとして活用し、
内外の方々に「来て」楽しんでもらうな
どの利用方法はどうでしょうか？たと
えば東北で糸井重里氏がやっている
「100のツリーハウスプロジェクト」み
たいな。製品化して、その材として売る
だけだと限界があるのでは。

鳥取には木工製品についても独自の
意匠が（民藝流）（工業試験場）育ちつ
つあったのですが、河原のものづくり
が地域で復活できないかな？付加価
値とブランド化、世界発信を！

「小さい林業で稼ぐ」に尽きるのではない
でしょうか。仙人たれ。必要な時に山に木
を伐りに行く、それには仙人の数が必要。

輪業がもう少し活性化し豊かな自然環
境と調和した地域になればと思います。

防災に関してやるべきことも次回教え
てください。

この博物館に古代の丸太船が展示して
ありました。智頭の杉で丸太船を作っ
たらどうでしょうか。

日本海、世界の海を美しく。

大阪・神戸と云った関西の都会圏がよ
り鳥取の山々に関心をもって貰え、人
口が流入する方策がより必要かと思い
ます。県外の人々に対して魅力ある鳥
取の木を紹介するために観光地や鳥
取・米子道のIC近隣に建材で建築した
「山の駅」を県等公共団体と民間のPFI
で運営して山の大切さと豊かさを紹介
してもらいたい。
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「森林（もり）づくりとものづくりの視点から」と副題をつけた「第
2 回鳥取の林業夢語り」フォーラムは、昨年にも増して成功裏
に終えることができたように思う。
近年、地球環境問題に関心が集まるようになり、炭酸ガスを吸
収している木を伐って利用することが、あたかも地球に悪影響
を与えてしまうかのように考える人たちがいる。林業は木材を
生産する産業であるが、その過程で行う山の手入れは、森林の
効率的な成長、つまり炭酸ガス固定の最大化、最適化を促す行
為である。手入れが行き届いた若い森林の炭酸ガス吸収能は、
老木ばかりの森林や原始の森林の比ではない。林業では成長が
衰えた植栽木を収穫し、木製品として社会に提供したのち、再

び炭酸ガス固定の盛んな若木を育てる。まさに輪廻の生業、輪
林業である。そして社会が炭酸ガスのかたまりである木製品を
長く地上に保持し続ければ、それだけで炭酸ガスが過剰となっ
た地球環境の改善に貢献できることになる。
フォーラムでは、当初、森林づくりとものづくりの話題がうま
くからみ合っていくかどうか心配であった。ところが田口ラン
ディさんの豊かな情報と表現力に参加者全員が魅了され、高揚
し、大きな盛り上がりのうちに大団円を迎えることができた。
このフォーラムにご参加いただいたすべての方々、そして裏方
の仕事や記録にご活躍いただいた多くの方々に、深甚の謝意を
表したい。

書籍：作家 田口ランディ
木工作品：木地師 藤本かおり
みんなの夢語り（絵）：言葉絵作家 澤田直見・うた・たね
クラリネット演奏：坂本朋子
バルーンアーティスト：花田久美子
木製額：工作社
フラワーアレンジメント：BLOSSOM DECO

智頭杉木の葉ブローチ：企画／智頭の山人塾、制作／えとせとら
映像作品：智頭の山人塾
音響：Sakemoto Sound System
記録写真撮影：水本俊也
記録ビデオ撮影：m&m.co
デザイン：和多瀬彰

杣塾「智頭の山人塾」
〒689-1415 鳥取県八頭郡智頭町郷原 238　旧山形小学校
メール：office@yamahito-juku.com 
ホームページ :https://yamahito-juku.com/ 
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フォーラム参加のものづくりアーティスト・団体

展示：JST-RISTEX・鳥取大学「生業・生活統合型多世代共創
コミュニティモデルの開発」プロジェクト・とっとり花回廊・
鳥取県東部農林事務所八頭事務所・鳥取県立智頭農林高等学校・
智頭町・智頭町立智頭図書館・智頭町森林セラピー推進協議会・

森のきこりん・空のしたひろば すぎぼっくり・ギャラリーそら・
智頭ノ森ノ学ビ舎・鳥取森女
手話通訳：鳥取県西部聴覚障がい者センター
託児：空のしたひろば すぎぼっくり

協力団体

編集後記

杣塾 塾長 山本福壽

みなさまのご来場、ご協力を、本当にありがとうございました。
ご回答いただいたアンケートを読ませていただくと、日常の背景
が様々な方々がお集まりくださったことを感じました。
今回、森林づくりとものづくりを起点として、視えてきたことは
たくさんあります。向かうべきこれからのライフスタイルは？ 
なども。
本書は、パネリストの方々のご意見だけではなく、みなさまから
の想いやご意見もできる限り掲載しています。ぜひ、ワークブッ
クとして、今後ご活用いただきたいと思います。

次につながる課題やご提案もたくさんいただきましたので、それ
ぞれのフィールドでひとつでもご友人の方々と話してみてくださ
い。きっと、未来の鳥取の森林が明るくなります。
メッセージボード「みんなの夢語り」に、「鳥取の子どもたちの
夢が実現すること」と書いてくださった方がありました。共感し、
ほんとうに、そう願っています。森林づくりはやはり子どもたち
の未来とつながると思っています。主催のわたしたち杣塾では、
これからも実践として取り組めることは何かを考え、語り合い続
け、ネットワークを広げてゆきます。ご一緒してみませんか？

杣塾「智頭の山人塾」事務局 米井美由紀


